
各部局報告

会計報告書　2010年3月15日

会計：井戸美菜

１１月から

収入：加盟登録費・地図代・賛助金

支出：光熱費・幹事会関連費・事業部予算交付

　詳しくは中間報告書参照。

活動内容

①年始から、各部局・委員会に次年度予算案依頼。それをもとに、予算案を作成。

②例年赤字なので、今年度収支改善を行った。その中で一番収入額の多い加盟登録費を値上げす

ることを提案。加盟員に会計状況を理解してもらうために、提案書を各学校に送り、いぶきにも

掲載してもらった。総会で値上げが承認され、来年度予算は黒字予算にすることができた。変更

内容は以下の通りである。

　　１、加盟登録費１人当たり　2000円→3000円　1000円の増加

　　２、加盟校登録費　　　　　3700円→4000円　300円の増加

　　３、準加盟校登録費　　　　1900円→1000円　900円の減少

③次に、優勝カップを入れる箱が悲惨な状態であると報告されたので、ロング・ミドル優勝者か

ら箱の状態を聞き、それをもとに理事長上田氏に箱を買い替えることを依頼した。現在は、メー

カーに問い合わせ中である。

今後

各学連に賛助金のフィードバックを行う。3月31日までの今年度決算報告書を作成する。

現在の総資産　（2010.3.15）　19,744,378

以上



普及部活動報告　第一回総会以降

文責：日本学連普及部長　市脇翔平

●11月

・「いぶき」第3号に「普及部からのメッセージ」を投稿

●1月

・日本学連後援大会の早大ＯＣ大会、京大大会、ウェスタンカップリレー運営者に賛助会員窓口

　設置の連絡

・1月の幹事会で新たに後援大会となったインターハイ、東大ＯＬＫ大会にも同様の連絡

・1月の幹事会で日本学連賛助金の地区学連フィードバックの使い道について聞き取りを行った。

　結果を以下に記す。

　　北東学連(2000円)…北東学連合宿の参加費割引に用いる。ただ、今年度は額が少ないので、

　　　　　　　　　　　新人賞の賞品代に充てる。

　　北信越学連(3000円)…額が少ないので、これといった使い道が考えられない。

　　関東学連(16000円)…新歓ペアＯの新人の参加費を無料にする。

　　東海学連(5000円)…学連主催の新歓イベントの補助に使う

　　関西学連(9000円)…新人の参加費を格安にして、赤字前提に行っている「新歓合宿」の赤字

　　　　　　　　　　　補てん

・1月幹事会にて、大学卒業者と地域クラブの連携について（京大ＯＢ・西村さんの提案によるも

　の）方策を話し合った。

　　西村さんの提案：

　　　当該年度の大学卒業者で、地域クラブ加入希望である人を学連がリスト化し、各地域クラ

　　　ブに提供するのはどうか。

　　学連の見解：

　　　この案は学連主体のものであるが、地域クラブからの働きかけ（大学卒業者勧誘の意志表

　　　示）もあってほしい。

　　結論：

　　　まず今年度については、西村さんと普及部で、関西学連のみ試行的に行ってみる。



　　　また、全国的には、インカレのプログラムや報告書の広告を、

　　　　地域クラブ側…積極的に学生向けの広告を載せていただくよう、

　　　　学生側…地域クラブ入会を考えている場合積極的に見てもらうよう

　　　各種メーリングリストなどでＰＲしていく。

　　　また、日本学連広報誌「いぶき」で学生向けの地域クラブＰＲ特集を組んでもらう。

●2月

・2010年度賛助会員登録用紙の作成（ホームページ更新）を行った

　その際、賛助会員の登録時に個人情報（お名前、口数）を公開してよいかのチェックボックス

　を設け、公開できる会員様は感謝の意をこめて各種広報で公開していく

●3月

・インカレ観戦ガイドの作成を行った。

・賛助会員に「いぶき」第3号と継続登録のお願い（メ―ルアドレスが分かる人のみ）を行った。

●今後の予定

・フィードバックについての改善点を来年度の課題として引き継いでいく。

・新歓総合サイトの作成・運用（2010年度は試験的に？）

・賛助会員リストを日本学連後援大会の賛助会員窓口に普及部から送らないと、特典配布などの

　際に照合ができない、と賛助会員様からクレームがあった。今後は送るよう引き継いでいく。

　（インターハイは送付済み、東大ＯＬＫ大会から）

賛助会員に関するデータ（100310現在）

会員数43名、口数155口

フィードバック

学連　120000円

関東　16000円 北信越3000円

関西　9000円 北東　2000円

東海　5000円



各地区学連活動報告

北信越学連活動報告

北信越学連幹事長　清水　厳喜

2009年

　12.13 茶の里いるま大会にてミドルセレ

2010年

　3.15 第4回北信越学連総会

北東学連活動報告

北東学連幹事長　戸田　瑛

2009年

　11.23 矢板ミドル大会（兼北東学連ミドルセレクション）「矢板片俣」

2010年

　3.12 第二回北東学連総会

地区学連活動報告書（関東学連）

3月15日日本学連幹事会

関東学連幹事長・矢野貴裕

2009年11月21日(土)に開催された日本学連総会から、2010年3月15日(月)の日本学連総会までの間

の活動を報告いたします。

12月13日(日)

関東学連ミドルセレが開催される。主管は関東有志OBOGによる「ミドルセレ実行委員会」。

12月13日(日)

ミドルセレ開催に合わせ、第６回関東学連総会を開催。

ミドルセレの推薦案が正式に承認され、今年度から同推薦基準に基づいて推薦が行われることに

なる。



東大OLK大会の後援申請が承認される。

関東学連ロングセレにおいても、ミドルセレで承認されたような推薦案を提起することを確認す

る。

関東インカレ団体戦を関東リレーに委託することが決まる。

12月20日(日)

ミドルセレ推薦立候補者に対する推薦通過の可否を決する第７回関東学連総会を開催。

賛成票２、反対票５により、今回の推薦立候補者の推薦通過は認められず。

12月24日(木)

インカレミドルへ向けて、学校枠申請やエリート権辞退の申請の締切日。

翌日、インカレミドル実行委員会に、関東学連からの選手権出場者の登録を済ませる。

2010年1月19日(火)

第８回学連総会について渉外に日程調整・議題確認を依頼。

第８回総会に先立ち、関東学連幹事会を２月１０日(水)に行うことが決定。

1月23日(土)

日本学連幹事会に関東学連幹事長が出席。

2月10日(水)

関東学連幹事会を開催。主たる内容は以下の通り。

・技術諮問委員会関係の規約修正案を作成

・関東ロングセレ、ミドルセレに係る規約修正案を作成。

・関東学連会計規約を新規作成。

・関東学連年間スケジュールの確認と来年度幹事長への引継開始。

2月16日(火)

関東学連総会を開催。主たる内容は以下の通り。

・会計規約の承認と会計に係る問題の解決。



・セレクションに係る規約の承認。

・関東インカレの在り方について、関東インカレは団体戦のみを継続して存続させると決定され

　る。

・技術諮問委員会に係る規約修正の承認。

・関東OBOGメーリングリストの作成の案内。

・関東学連としての新歓調整の案内。

3月14日(日)　・15日(月)

日本学連幹事会および総会に出席。

以上。

関東学連HPを参照のこと。(ホーム＞当連盟について＞推薦に関する規約について)

http://www.orienteering.com/̃uofj/kanto/?blogid=7&catid=27&itemid=421


